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目的 高密度気体に対する修正Enskog方程式に対する
エントロピー特性の数値的検証

内容 従来型Enskog方程式と修正型Enskog方程式に
基づき，等温で平行な壁面間にある高密度気体
の平衡緩和問題を数値的に調べた．

結果 適切に定義した汎関数が修正型Enskog方程式の
下では時間について単調に減少するが，従来型
Enskog 方程式の下では単調に変化するとは限ら
ないことを数値的に示した．

利用した計算機 SQUID 汎用CPUノード群
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